
令和３年１２月吉日 

 

 

第１６回京都在宅リハビリテーション研究会 研究集会 

開催および一般演題募集のご案内 

（オンライン開催） 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。  

平素は本研究会に対しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて今年度も「京都府地域リハビリテーション支援研究センター」との共催で「第 16回

京都在宅リハビリテーション研究会研究集会」を開催させていただく運びとなりました。 

今回は「医療と介護のスマートな連携を実現するために～連携の現状と課題」をメイン

テーマに開催致します。 

医療と介護の連携の重要性が長年叫ばれ、自治体を中心に連携のための様々なツールが

作成・配布されるようになり、以前よりも連携が取りやすくなっています。一方、現場で

は情報を受け取る側、情報を提供する側それぞれの想いが一致しない状況での連携となっ

ていることも少なくありません。そこで今回は、改めて「連携：対象者の情報のやりとり」

について現場が抱えている問題とその解決のための課題を明確にし、医療と介護のスマー

トな連携の実現のために参加の皆様と共にその解決策を見出したいと考えています。   

地域における医療と介護の連携の実情について２題の話題提供の後、参加者の皆様によ

るグループトークの時間を例年よりも大幅に拡大します。情報を受け取る側と情報を提供

する側それぞれの想いや本音を出し合いながら、前向きな意見交換を行っていただけるよ

う準備を進めています。 

研究集会開催のご案内をご送付させて頂きますので、ご参加ならびに一般演題のご応募

をいただければ幸いです。 

末筆となりましたが、皆様の益々の御活躍をお祈り申し上げます。 

謹白 

 

京都在宅リハビリテーション研究会 

      世話人代表 木村 篤史 

 



第１６回 

京都在宅リハビリテーション研究会 研究集会のご案内 

（オンライン開催） 

 

日  時   令和４年２月１３日（日曜日）    ９：３０ ～ １２：３０ 

 

開催方法   Ｚoomによるオンライン開催  

 

研究集会の内容  

メインテーマ 「医療と介護のスマートな連携を実現するために～連携の現状と課題」 

◎ 話題提供 ＆ グループトーク 

話題提供 

｢介護サービスに関するアンケート調査からみえる医療・介護連携の現状と課題｣ 

南丹圏域地域リハビリテーション支援センター  菱池正之 先生 

「医療・在宅（施設含む）連携のポイント～現場の声を踏まえて～」 

山城北圏域地域リハビリテーション支援センター 田後裕之 先生 

  

グループトーク  「あなたが関わる医療と介護の連携の現状と課題設定」 

☆Zoomのブレイクアウト機能によるグループトークを行います． 

☆医療と介護の連携についての本音を出し合い，皆さんの悩みが少しでも解決できるような 

前向きな意見交換をとってみませんか． 

 

◎一般演題発表 (在宅および医療・介護・福祉等に関する内容)  数題の予定 

 

対象者：介護支援専門員，セラピスト，医師，看護師，介護福祉士，社会福祉士 他 

在宅リハビリテーションにご従事される方・ご興味がある方 どなたでもご参加頂けます．  

参加費：  無 料 

申込方法： １．右記の QR コードを読み取ります 

２．申込フォームに必要事項を入力し，送信してください 

３．令和 4年 2月上旬に入力されたメールアドレスに参加  

URLが届きます                             申し込みフォーム  

申込期間    令和４年１月２８日まで 

            ※メールアドレスの登録などの事前準備が必要なため，当日の参加申し込みはお受けできません 

 

 

                                                

 

参加費無料 



（演題募集のご案内） 

 

➢ 抄録は，演題名，演者ご氏名（発表者には○を記す），ご所属，および本文（演題内容を９００字以内に 

まとめたもの）を Microsoft Office Word またはテキストファイルにて作成したものを下記の連絡先まで 

E-mailにてお送りください．（締め切り：令和４年 1月２８日） 

メール送信の件名は 「第１６回 京都在宅リハ研究会 演題申し込み」としてください． 

➢ 当日の発表は，Zoomにて画面共有機能にてご発表いただきます． 

発表時間は７分，質疑応答は６分です．スライドの枚数制限はありません． 

➢ 研究集会終了後，発表内容を研究論文として研究会誌にご投稿頂きます．投稿規程につきましては， 

研究集会の開催後にご案内致します． 

➢ スライド作成のご経験が無い方でもお気軽に事務局に相談ください．  

 

 

 

 

《参加および演題のお申し込み・お問い合わせ先》 

〒629－0392 南丹市日吉町保野田ヒノ谷６－１ 

明治国際医療大学附属病院 総合リハビリテーションセンター内 

京都在宅リハビリテーション研究会 事務局 

E-mail：kyoto.home.reha@gmail.com 

電話 ：0771－72－1221 〔病院代表〕 

          小西 倫太郎 宛 

  

 

 

共催：京都在宅リハビリテーション研究会・京都府地域リハビリテーション支援研究センター 



第１６回 京都在宅リハビリテーション研究会 

研究集会 開催のご案内 

（オンライン開催） 
 

 

日  時：令和４年２月１３日（日曜日） 9：30～12：30 

開催方法：Zoomによるオンライン開催 

 

共  催：京都在宅リハビリテーション研究会 

京都府地域リハビリテーション支援研究センター 

 

研究集会の内容 

 メインテーマ 「医療と介護のスマートな連携を実現するために～連携の現状と課題」 

◎ 話題提供 ＆ グループトーク 

話題提供  

 ｢介護サービスに関するアンケート調査からみえる医療・介護連携の現状と課題｣ 

南丹圏域地域リハビリテーション支援センター 菱池正之 先生 

 

    「医療・在宅（施設含む）連携のポイント～現場の声を踏まえて～」 

山城北圏域地域リハビリテーション支援センター 田後裕之 先生 

 

グループトーク  「あなたが関わる医療と介護の連携の現状と課題設定」 

☆Zoomのブレイクアウト機能によるグループトークを行います． 

☆医療と介護の連携についての本音を出し合い，皆さんの悩みが少しでも解決できるような前向きな 

意見交換をとってみませんか． 

 

◎ 一般演題発表 (在宅および医療・介護・福祉等に関する内容)  数題の予定 

 

・対象者：介護支援専門員，セラピスト，医師，看護師，介護福祉士，社会福祉士 他 

在宅リハビリテーションにご従事される方・ご興味がある方 どなたでもご参加頂けます． 

・参加費：無料 

・申込方法： １.右記の QR コードを読み取ります． 

       ２.申込フォームに必要事項を入力し，送信してください． 

       ３.令和４年２月上旬に入力されたメールアドレスに参加 URL が届きます．  

・申込期間：令和４年１月２８日まで                                                  お申し込み QR コード 

 

－お問い合わせ― 

京都在宅リハビリテーション研究会  事務局 E-mail：kyoto.home.reha@gmail.com  

電話：0771－72－1221（病院代表：明治国際医療大学附属病院総合リハビリテーションセンター内） 


